
教室名：多賀小元気っ子子ども教室 
   連絡先：川南町教育委員会 教育課 

   電 話：０９８３－２７－８０１９ 

ＦＡＸ：０９８３－２７－１０２８ 

                                              
１ 実施状況 
 
主な活動場所 

 

 
川南町多賀別館 

 
対 象 学 校 

 
川南町立多賀小学校 

 
開設時間・ 
年回数等 

 

毎週水曜日（年３３回） 

 
対 象 学 年 
平均参加人数 
 

３～６年生 １５人 

【元気っ子子ども教室の取組】 
体つくり体操（通年） ニュースポーツ（通年） ふれあい（年３回） アロマ教室（５月） 
図書館へ行こう（６月、１２月） 探検教室（６月） えんぴつ教室（６月） 十五夜（９月） 
ハンドメイド教室（１０月、１１月） おやつ作り（１０月） クリスマス会（１２月） 
お茶の教室（１月） 大縄跳びに挑戦！（１月） サイエンス（２月）  

○コーディネーター（１）人  ○教育活動推進員（０）人  ○教育活動サポーター（２）人 

 
２ 特色のある取組の紹介 

 
① 「地域の人々や自然にふれ、自主性や協調性、創造性を築きます。」 
 

 
 

 

 

○ 活動内容 
 （平日の活動） 

・ スポーツ推進員の方を講師に迎え、ニュースポーツに取り組んだ。学校では体験でき
ない活動内容で子どもたちはたのしく参加した。 

・ ペーパークラフトでは、ペンたてや恐竜など思い思いの作品を創作した。 
・ サイエンス教室では、小刀やのこぎりを使い、竹の呼子づくりに取り組んだ。小刀や
のこぎりの使い方を学ぶよい機会となった。 

（夏休みの活動） 
  ・ 川南町内５校の元気っ子子ども教室生と元気っ子サークル生を対象に、都城市にある御

池青少年自然の家でキャンプに取り組んだ（５９名参加）。野外炊飯やフォトアドベンチ
ャーなど、様々な体験を通して自主性や協調性を築き、町内の小学校児童との交流を図っ
た。 

 
 
 
 
  

 
 

 

【ニュースポーツ教室】  【ペーパークラフト】    【サイエンス】   【元気っ子夏休みキャンプ】 

 

○ 事業を実施して（参加者等の声） 
  ・ 私が一番たのしかった活動は、ニュースポーツです。（児童） 
  ・ ４年間、毎週ありがとうございました。とてもたのしかったです。中学生になっても

がんばります。（児童） 
  ・ 夏休みキャンプでは、カレー作りをしたことがたのしかったです。（児童） 

 

 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 
・ 私たちの住む川南町の歴史や特産品に触れ、地域の人々との交流の大切さを

学び、郷土愛を育んだ。また、夏休みの活動では町内５つの小学校の教室生と

元気っ子サークル生との交流を図った。 
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